
Eg-007 会場：C304 時間：6月8日　10:30-10:45

宇宙線変調衝撃波の観測的研究(2)

Observation of a 'Cosmic-Ray-Modified' Interplanetary Shock (2)
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衝撃波における非熱的粒子の統計加速は惑星の定在衝撃波、惑星間空間衝撃波( I P S )のみならず、広く天体現象
一般に生起する衝撃波において重要な役割を果たしていると信じられている。

これらの多くの衝撃波粒子加速現象において、被加速粒子(宇宙線粒子= C Rと略称)のエネルギー密度が高まり、
背景のプラズマ粒子の持つエネルギー密度と同程度かそれ以上となってC R集団が背景場へ及ぼす反作用が無視で
きないことがあり、そのような場合の衝撃波は宇宙線変調衝撃波Cosmic-ray-modified shocks(CRMS)と呼ばれてい
る。

このC R M Sについての観測的研究、特にC R M Sに伴うD r u r y - F a l l e不安定性についてのシミュレーションと対比し
た研究結果を報告する。

(その他の著者: 前沢洌、小井辰巳、名大理; 道家忠義、早大理工研)
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象において、被加速粒子(宇宙線粒子= C Rと略称)のエネルギー密度が高まり、背景のプラズマ粒子の持つエネルギ
ー密度と同程度かそれ以上となってC R集団が背景場へ及ぼす反作用が無視できないことがあり、そのような場合
の衝撃波は宇宙線変調衝撃波Cosmic-ray-modified shocks(CRMS)と呼ばれている。

前回の講演で述べたように1 9 9 4年2月2 1日の惑星間空間衝撃波は顕著なC R M S構造を伴っていたと見られた。そ
の第一の証拠は衝撃波上流における太陽風の速度変化から計算されるR a m圧変化が、観測された背景プラズマの
圧力P gと被加速粒子(電子+陽子)の圧力P cの変化と同じオーダであったことである。そして、R a m圧そのものの時
間変化は定常を仮定した理論の期待とは異なっており、Drury-Falle (1986)の予言した不安定性の初めての観測例
であるとして解釈した。その解釈の根拠は観測されたR a m圧の時間変動特性とシミュレーション結果の相似性で
あった。しかし、細かく見ると、シミュレーションでは速度の変化はスムースでR a m圧の変化をつくり出したの
は密度の擾乱であるのに対し、観測では密度、速度の両方に擾乱が乗っているように見えるなどの相違点がある。
今回の講演では、さらにシミュレーションを進めた結果を基に、これらの相違の原因、不安定性により成長する
圧縮波の特性の衝撃波のパラメタ、被加速粒子の拡散係数への依存性などについての結果を報告する。


